
『広報いとう』・『親和会ニュース』の各戸配布はなくなります

定住者向け
ミニ会報

令和７年（２０２5）

№ ２７６

[ 発 行 元 ]  伊豆高原親和会  0557‐53‐1122

親和会ニュース５月号

El pequeño boletín para los residentes permanentes
親和会公式掲示板

先月号でご案内のとおり、毎月定住会員のご家庭に配布している「広報いとう」および「親和会ニュース」の戸
別配布方法を、今年6月を目処に各ゴミステーションに設置した『広報BOX』にてお取りいただくスタイル、
“ 置き配 ”方式に変更します。 各ゴミステーションの事情によりますが、正面又は側面に設置します。

これは、将来においても持続可能な自治会活動の一環としての取り組みで
あり、大室高原別荘地や近隣の分譲地、また伊東市街地ではコミセンや自
治会館、ゴミステーションなどでの置き配方式が既に採用されています。

先進的な市町村や分譲地では、紙媒体の広報誌を廃止
し、ホームページやメールマガジンを活用したデジタル配
信へ移行する例が増えています。 親和会においては、デ
ジタル化への慎重な意見も多いため、当面は紙媒体の広
報誌を継続する予定です。

全国的な流れとして、広報誌をホームページに移行する
近い将来に予想されますが、紙からデジタルへと変わっ
ていく中で、少しばかり寂しさを感じるのは高齢者に仲間
入りした証でしょうか。戸別配布は、ボランティアの方々の
善意と努力によって今まで支えられてきました。 これら
の広報誌が皆様のご自宅に届くのは決して 『当然のこ
と』 ではなく、親和会役員や広報委員、配布ボランティア
の献身的な協力があっての 『特別なこと』 なのです。
  

高齢化や資金の不足など様々な理由から、今までのよう
な 『特別なこと』 を提供することが困難になり、今回の戸
別配布の廃止もその一つです。
「会費を払っているのだから、会報誌を家まで届けろ」と
仰る方もおられますが、親和会は助け合いと相互理解を
もって成り立っています。
会員一人当たり約1,600円/月の会費のうち、約12円/月
を広報誌の制作・配布に充てています。 道路補修や側
溝整備、ゴミの収集や防犯・防災など会員が享受できる
『当然の権利』 には限りがあることをご理解ください。

【皆
様
へ
の
お
願
い
】

①

夜
間
は
室
内
灯
を
適
切
に
ご
利
用
し
、
カ
ー
テ
ン
を

閉
め
る
な
ど
し
て
周
囲
へ
の
光
が
漏
れ
な
い
よ
う
ご

配
慮
く
だ
さ
い
。
別
荘
地
で
は
光
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展

す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

②

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
適
切
な
角
度
を
守
ら
な
い

と
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
や
法
律
違
反
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

③

あ
な
た
に
と
っ
て
快
適
な
音
も
、
周
囲
の
方
々
に
と
っ

て
は
騒
音
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
民
泊
施

設
を
運
営
さ
れ
る
場
合
は
、
周
辺
環
境
に
適
っ
た
利

用
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
指
導
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

穏
や
か
に
暮
ら
す
定
住
会
員
、
ま
た
喧
噪
を
離
れ
快
適

な
環
境
を
求
め
て
来
ら
れ
る
別
荘
会
員
が
集
う
親
和
会

で
す
。

静
穏
な
環
境
を
保
つ
た
め
に
、
お
互
い
が
快
適
に

過
ご
せ
る
よ
う
、
ど
う
か
日
々
の
生
活
の
中
で
少
し
の
配

慮
を
心
掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

毎月最終週の火・水曜日に20部ほどを置き配しま
す。 万が一、既に置き配分がなくなっている場合
には、お手数をおかけしますが事務所までお越し頂
きますようお願いします。

最
近
、
静
か
な
親
和
会
エ
リ
ア

の
環
境
が
一
部
の
住
居
に
よ
る

『
光
害
』 

や

『
不
適
切
な
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
』 

な
ど
に
よ
り
損
な

わ
れ
て
い
る
と
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
ま
す
。

民
泊
を
運
営
さ
れ

て
い
る
家
屋
も
増
え
て
お
り
、
治

安
や
騒
音
問
題
な
ど
の
懸
念
も

ご
ざ
い
ま
す
。



東
京
か
ら
伊
豆
に
移
住
し
て
20
年
以
上
。

こ
う
や
っ
て
文
章
を
書
く
事
が
何
年
振
り
だ

ろ
う
？

自
分
自
身
を
振
り
返
り
ま
す
ね
。

 

20
代
だ
っ
た
私
。
勤
め
人
だ
っ
た
私
。
東

京
で
駅
近
の
喧
騒
地
域
に
住
み
、
夫
婦
2
人

＋
ワ
ン
で
日
々
慌
た
だ
し
い
時
を
過
ご
し
て

い
た
な
。
そ
ん
な
日
々
の
中
、
ふ
と
気
が
つ

く
と
、
家
族
が
自
然
に
「
伊
豆
に
行
こ

う
！
」
と
身
体
と
心
が
、
伊
豆
旅
行
を
求
め

て
い
ま
し
た
。
3
ヶ
月
に
1
度
か
ら
1
ヶ
月

に
1
度
と
、
愛
犬
と
の
ん
び
り
散
歩
し
な
が

ら
、
鳥
達
の
さ
え
ず
り
流
れ
る
優
し
い
空
気
、

朝
の
海
を
照
ら
す
太
陽
の
道
そ
れ
を
交
差
す

る
漁
船
、
だ
れ
に
も
逢
わ
な
い
ピ
ク
ニ
カ
ル

コ
ー
ス
な
ど
の
散
歩
道
。
南
に
1
時
間
も
走

れ
ば
真
っ
白
な
砂
浜
に
澄
ん
だ
青
い
海(

下

田)

西
に
進
め
ば
、
裾
か
ら
見
え
る
大
き
な

富
士
山
。

い
つ
か
ら
か
「
30
年
先
か
も
だ
け
ど
伊
豆

に
住
み
た
い
な
」
と
思
っ
て
い
た
気
が
し
ま

す
。
全
て
は
い
つ
か
は
・
・
・
・
。

子
供
の
い
な
い
私
達
。
宝
と
言
え
ば
、
愛
犬

ゴ
ー
ル
デ
ン
レ
ト
リ
バ
ー
の
「
キ
ャ
ン

デ
ィ
」
私
達
夫
婦
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
愛
犬
で
あ
り
愛
娘
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
。
ま
さ

か
自
分
達
の
人
生
が
こ
の
一
頭
の
ワ
ン
コ
で

変
わ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
忙

し
い
日
々
の
な
か
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
も
私
達
と

同
じ
様
に
歳
を
重
ね
て
ま
し
た
。
あ
る
日
、

 
 

 
 

 
 

 
 

キ
ャ
ン
デ
ィ
の
首
元

 
 

 

に
シ
コ
リ
。
診
断
は

 
 

 

癌
。
余
命
宣
告
は
わ

 
 

 

ず
か
4
ヶ
月
。
夫
婦

 
 

 

二
人
で
毎
日
涙
が
止

 
 

 

ま
ら
な
い
生
活
。
大

 
 

 

切
な
こ
の
子
の
為
に

自
分
達
は
何
か
し
て
あ
げ
れ
た
ん
だ
ろ
う

か
？
と
。
最
後
は
キ
ャ
ン
デ
ィ
の
大
好
き
な

場
所
で
過
ご
し
た
い
。
そ
う
夫
婦
で
話
し
合

い
、
伊
豆
に
移
住
を
決
断
。
ま
さ
か
こ
ん
な

に
早
く
伊
豆
に
移
住
す
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
で
す
が
、
移
住
し
て
正
解
。
キ
ャ
ン

デ
ィ
も
毎
日
が
笑
顔
。
免
疫
力
が
上
が
っ
た

の
か
余
命
宣
告
か
ら
4
年
間
一
緒
に
私
達
と

穏
や
か
な
日
々
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

 

あ
れ
か
ら
20
年
、
時
に
あ
の
ド
タ
バ
タ
と

移
住
し
て
来
た
時
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
大

好
き
な
伊
豆
を
愛
犬
二
頭
と
伊
豆
の
自
然
に

感
謝
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
「
今
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
」
こ
れ
か
ら
も
仕
事
を
通
し
て
伊
豆

の
魅
力
を
発
信
で
き
た
ら
と
日
々
奮
闘
中
で

す
。

キ
ャ
ン
デ
ィ
が
結
ん
で
く
れ
た

伊
豆
高
原
で
綴
る
日
々

第
４
地
区

塩
坂
さ
ん

年に8回行われる伊東自然歴史案内人会の
「ゆったり湯めまちウォーク」、この5月の案
内は富戸路。江戸・明治期には富戸から池を
通って大仁に抜ける重要な生活道路だった古
道富戸路を四辻から富戸まで歩き、富戸港で
は伝統的漁業から定置網、ダイビング、養殖、
観光漁業へと業態を広げる富戸定置網株式会
社のお話を伺います。
開催は5月18日（日）08:30城ヶ崎海岸駅集合、
解散は15:00、参加費500円。歩行距離10km、
標高差180mの健脚向きコース。事前申し込み
は不要、ベテラン案内人の説明を聞きながら
古道を歩き、歴史と自然に
恵まれた伊豆高原ライフを楽
しみましょう。お弁当も忘れ
ずに。
雨天の場合は5月25日です。

5月の ゆったりは富戸路

伊豆高原駅前のナガヤ向かいのお米屋さん2階に
この4月、ネイティブ講師の会話レッスンと日本
人講師による文法を組み合わせた最大4人の少人
数制英語塾が開講しました。
主宰するのは2年前に親和会第4地区に移住して
らした渡辺真佐美さん、英語教育に長年携わっ
たベテランです。
点数のためだけに学ぶのではなく、小学生から
シニアまで、英語を「自分の夢につながる道
具」として育てていくことを目指します。それ
ぞれのニーズにあったテキストを用意、実践で
使える英語を会話と文法の双方から学びます。

照会：アレセイア英語教室
電話：090-9644-6480（渡辺）

：a.school.izu@gmail.com

mailto:a.school.izu@gmail.com


退
職
後
の
新
た
な
暮
ら
し
の
舞
台
と
し
て
私
た

ち
が
選
ん
だ
の
は
、
お
庭
の
地
形
美
と
四
季
折
々

に
彩
ら
れ
る
大
室
山
の
見
事
な
借
景
に
包
ま
れ
る

こ
の
地
で
し
た
。
伊
豆
高
原
に
は
「
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
」
に
情
熱
を
注
ぐ
方
々
が
数
多
く
お
ら

れ
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
お
庭
を
訪
ね
歩
き
な

が
ら
、
「
私
も
い
つ
か
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
し

て
み
た
い
！
」
と
い
う
夢
を
抱
く
よ
う
に
・
・
・

 

バ
ラ
や
ク
レ
マ
チ
ス
、
そ
し
て
樹
木
と
庭
の
工
作

物
は
夫
の
担
当
。

私
は
草
花
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
、

雑
草
取
り
、
花
が
ら
摘
み
を
担
当
し
ま
す
。
お
庭

の
隅
々
に
ま
で
愛
情
を
注
ぐ
こ
と
、
そ
れ
が
楽
し

く
っ
て
嬉
し
く
っ
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
８
年
間
、
バ
ラ
と
ク
レ
マ
チ
ス
、
そ
し
て
多

種
多
様
な
草
花
が
【
て
ん
こ
も
り
】
に
咲
き
誇
る

こ個
性
豊
か
な
魅
力
で
溢
れ
る
庭
を
、
皆
さ
ま
に
公

開
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
『
お
花
が
つ
な
ぐ

笑

顔
と
笑
顔
』
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
笑
顔
で
皆

さ
ま
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

大
室
山
の
絶
景
を
間
近
に
眺
め
な
が
ら
、
心
弾

む
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
カ
ジ
ュ
ア

ル
・
ガ
ー
デ
ン
に
て
、
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
夫
婦
が
心
を
込
め
て
育
て
上
げ
た
花
々

が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
笑
顔
を
つ
な
ぎ
、
幸
せ
な

時
間
を
紡
ぎ
出
し
ま
す
よ
う
に
・
・
・
。



伸
び
放
題
の
枝
木
や
雑
草
は
こ
ま
め
に
整
え
ま
し
ょ
う
。

刈
取
り
後
は
放
置
せ
ず
適
切
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。



庭
で
の
雑
草
処
理
に
草
焼
バ
ー
ナ
ー
の
使
用
は
避
け
ま

し
ょ
う
。
山
火
事
の
原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。



屋
内
の
不
要
な
物
品
を
整
理
し
ま
し
よ
う
。
特
に
暖
房
器

の
周
り
は
ゴ
ミ
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を

「
火
の
用
心
」
を
合
言
葉
に
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
つ
く

り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
に
ご
協
力
を

近
頃
、
野
焼
き
や
焚
火
が
原
因
の
山
火
事
が
全
国
で
頻
発
し
て

お
り
、
私
た
ち
の
親
和
会
エ
リ
ア
で
も
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

特
に
庭
先
に
剪
定
し
た
枝
葉
を
放
置
し
て
い
る
と
、
延
焼
の
原
因

と
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
家
屋
の
内
部
が
整
理
整
頓

さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
い
ざ
と
い
う
時
に
火
の
手
が
広
が
り
や
す

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

広
範
囲
に
延
焼
が
及
ぶ
と
、
自
然
環
境

に
も
大
き
な
損
失
を
も
た
ら
し
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
誰
も
が
で
き
る
範
囲
で
、

日
頃
か
ら
火
の
用
心
を
心
が
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

火
災
は
私
た
ち
の
財
産
だ
け
で
な
く
、

大
切
な
自
然
環
境
に
も
大
き
な
損
失
を

も
た
ら
し
ま
す
。

誰
も
が
で
き
る
範
囲
で
火
の
用
心
を
心

が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
次
の
ポ
イ

ン
ト
を
参
考
に
、
地
域
全
体
で
安
全
な

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

【オープンガーデン開催期間】
５月１日～５月３１日

10:00～15:00（期間中無休）

第
１
地
区

和
田
千
惠
子
さ
ん

そ
の
日
以
来
、
雨
と
風
に
邪

魔
を
さ
れ
な
い
日
に
は
、
夫

婦
で
仲
良
く
朝
か
ら
夕
暮
れ

ま
で
、
ず
っ
と
お
庭
作
り
に

没
頭
し
て
い
ま
す
。
ほ
ん
と

う
に
楽
し
く
っ
て
時
間
を
忘

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
悩
み
の

種
で
す
。

右のQRコード
から詳しい情
報をご覧いた
だけます

花
と
笑
顔
が
紡
ぐ
物
語

ようこそ Keyaki＊Garden へ



各サークル日程 及び 夢プロ主催イベント日程は、
親和会公式掲示板のイベント・カレンダーでご確認ください

ご存知ですか、
伊東市健康づくり推進員(旧保健委員）

保険委員は、今年度から「伊東市健康づくり推進員」と名称
もかわり、地域住民の健康維持・向上を目的に活動のしてい
ます。 健康相談会や予防接種の啓発活動などを通じ、様々
な情報をお知らせしています。 また、定期的な研修に参加
し、最新の知識を身につけることで、より充実した支援を提
供しています。

地域貢献に関心のある方、健康に興味が
ある方はぜひ保健委員にご応募ください。
未経験でも研修を通じてしっかりと学べ
る環境があります。一緒に、住みよい地域
づくりに取り組みましょう！

お問い合わせや詳細は、親和会事務所ま
たは伊東市健康推進課 (0557-52-
3051)まで。

市の健康診断・検診などのポスターを掲示し、みなさんが
健康になるきっかけをつくります。 またAEDや三角巾の
講習を経て、災害時や救急救命のファーストエイドに努めま
す。 最近では、防災食・発災時のトイレの備え・恩渇・歯科
口座など、主体的に学びたいテーマを決めて活動していま
す。

可燃ゴミ ビン カン 金属類 古紙
段ボール

われもの
乾電池

ペットボトル

１ （木）  １ （木） 　  １ （木） 　６ (火)

 　８ （木） ８ （木） １３ （火） 　  １３ （火）

 １５ （木） ２２ （木）  ２２ （木） 　 　 　  ２０ （火）
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輪番の班長は掃除当番ではありません   5月のゴミ出し日   ゴミステーションはルールを守って

月・水・金・日

春の交通安全キャンペーンを実施

4月9日 春の交通安全運動の一環として、親和会は街頭キャンペーンを実施しました。

国道135号線から桜並木に通じる
三叉路(クリエイトの上)にて、交
通安全と桜並木の制限速度30km/h
の厳守を道行く車に呼びかけまし
た。役員8名と環境ボランティア会
5名が参加、八幡野交番の警察官と
共に桜が舞い散る陽光のもと、旗
とプラカードで注意を促しました。

親和会ゴルフ同好会 於：伊東CC
5月15日(木) 9:25 集合
問合せは平松(53-1615)

夢クック「料理教室」
5月27日(火) 8:50 / 12:50

問合せは西貝(090-6176-1849)

歌う会「夢の和」
5月24日(土) 10:00

問合せは関村(090-5458-6349)

親和会公式HP
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